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抗菌薬適正使用の取 り組みと使用状況
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　The　working 　committee 　f【）r　the　proper　use 　of 　antibiotics 　was 　organized 　aI　Tokushima　University　Hospital　in
March　2002，　and 　the　ins1itutional　guidelines　f〔）r　the　selection 　and 　use 　of 　antibiotics 　 were 　established ．　The　infec−
tion　 control 　te  （ICT）also 　s倣 ed 　monitoring 　the　use 　of 　p飢 icular跏 tibi〔，tics，　including　third− and 　fourth−
generation　cephalosporins ，　calbapenems 　and 　anti

−MRSA 　an 丘biotics，跚 d　reported 　on 　their　use 　in　August　2002．
To

　
assess

　these　activities ，　we 　examined 　the　status　of 　antibiotic 　use 　for　injections　and 　compared 　our 　tindings
wLth 　the　previous　data．

　The　results 　were 　as 　follows　l ユ）the　reports 　required 　were 　presented　in　47％ of 　the　total　antibiotics　used ；2）
after　starting 　the　survei 旦艮ance ，　the　use 　of　the　third

−
　and 　four山一generation　cephalosporins 　and 　calbapenems

shifted 　to　the　first− and 　second −generation　drugs，　whlle 　the　use 　of 　anti −MRSA 　drugs　clearly 　decreased；3）Ihese
changes 　resulted 　in　a　savings 　of 　more 　than　two 　million 　yen　in　medical 　cxpenditures 　in　a　mol 曲 ．　These　results

suggest
　
that

　closely　monitoring 　the　use 　of　antibiotics 　may 　thus　be　beneficial　not 　only 　for　promoting　the　proper
use 　of 　antibiotics 　but　also 　for　reducing 　overall 　medical 　costs ．

Ke
ツwordsantibiotics ，　anti −MRSA 　antibioLics ，　proper　use ，　ICT

は じ め に

　近年強 い 抗菌力，広い 抗菌ス ペ ク トル を 有す る抗菌薬

が 登 場 し，感染症治療 に 効果 をもた ら して い る ，一
方

で ，抗菌 薬 の 安 易 な 使用 は MRSA を代表とす る 耐
．
性菌

を増加 さ せ る 要 因 と な っ て い る．そ の ため ，各医療施設

に お い て 抗菌薬 の 適正 使 用 の 推進 は感染対策 と して の 重

要 な課題 で ある ．

　徳島大学医学部 附属病院 で は，平成 14年 3 月 に抗菌薬

適 正 使用 ワ
ー

キ ン グ委 員 会 を発足 し，薬剤選択 や 使用 法

に つ い て の ガ イ ドラ イ ン を作成 し，イ ン フ ェ ク シ ョ ン コ

ン トロ ー
ル チ ー

ム （ICT ）に よ っ て 教育啓蒙活動 を行 っ て

きた．また，8 月 か ら本委員会 の 指定 した抗 菌 薬 の 使用

に 際 して は ，「特定抗 菌 薬 使 用 報告書」（表 1 ）に 水島の 分

†
1−「’徳 島市蔵本町 2 ； 2　．　Kuramoto −cho ，　Tokushima−shi ，770−8503　Japan
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一一

類
1
に準 じて 薬 剤 名や 使用 目的等 を記 載 し，提 出す る こ

と を努 力 義務 と した ．そ こ で ，取 り組み に よ る 評価 の
一

環 と して ，抗繭薬 の 使用状況 に つ い て 報告書提出前後 で

比 較 倹討 した ，

方 去
、、
’

　 平 成 14年 4 月 か ら12月 まで の 9 カ 月間 に 当院で 使用 さ

れ た 注射用抗菌薬 の セ ブ J
．、ム 系薬，カ ル バ ペ ネ ム 系薬〔以

IS 対象抗菌薬と略す）と抗 MRSA 薬 に つ い て 使用量 を

調査 した．ま た，平 成 13年度 の 対象抗菌薬 の 使用量調査

結果 と比較 した．さ ら に，「特定抗菌薬使用報告書」 に

記載 され た使用 目的 ，抗菌薬 の 平成 14年 4 月か ら12月 ま

で の 購 入 経費 に つ い て も検 討 した ，

結 果

1．　「特 定 抗 菌 薬 使 用 報告 書」 の 提出状況

　平成 14年 8 月 よ り提 出 す る こ とに な っ た 「特定抗菌薬

使用報告書」 につ い て 報告件数，使用目的お よ び 報告患

者数 を図 1 に 示 し た．報 告 患者数 は 24・一一43入、〆月，報告

件数 は46 − 65件／月 で あ っ た ，特定抗菌薬 （第 三 世代 セ

ブ ユ．ム 系薬
・
第 四 世代 セ フ ー匚 ム 系薬 ・カ ル バ ペ ネム 系用

薬 〕は 感 染 治療 に 78％，感 染 予 防 に 22％ が 使用 さ れ て い

る こ とが わ か っ た．な お，報告書 に よ る 使用量 は 全 使 用

量 の 約4796で あ り，報告書 は
’
卜数 しか 提 出 さ れ て い な

か っ た．

2，　対象抗菌薬 の使 用 量

　調査期 間 にお ける 当院の 対
．
象抗菌薬使用量 を月別 に 示

し た 〔図 2）．そ の 結 果 ，4 −− 7 月 の 平均使用量 が 4，553

± 59本 で あ るの に対 し，8 〜12月 は3，997± 169本で あ り，

8 月 以 降 の 対 象抗菌薬使用量が約8796に 減少 し て い た，

4 月 か ら12月 の
一

日 入 院患者数 の 平均 は 562± 21人 で あ

り，月単位 の 平均患者数 に大 きな差 は認 め られ なか っ た

こ と か ら，8 月 以降 に 見 ら れ た対象抗菌薬使用量 の 減少

傾 向 は患 者 数 の 減 少 に伴 っ た もの で は ない こ とが 示 唆 さ

れ た．

　調査 期 間 の 各診療科 にお ける 対象抗菌薬の 使用量 を比

較 した とこ ろ，集学 治療（重症患者）病棟 で 全 体使用量 の

約25％ を使 用 して い た．診療科 で は 第 1内科 〔消化 器
・

循環 器 ），小児科 が 多く，外科系 よ り内科系 の 使用 が 多

い の が 目 立 っ た ．月 別 に 見る と各診療科 と も使 用 量 に あ

ま り変化 は なか っ た．

3． 対 象抗 菌薬 の 使用 比率

　対
．
象抗菌薬 の 使 用状況 を図 3 に 示 し た．す で に ICT

に よ っ て 調 査 した 平成 13年度 の 使用比率 〔図 3 − A ）を 見

る と，第 三 1日r代 セ フ ェ ム 系薬 とカ ル バ ペ ネ ム 系薬 が そ れ

ぞ れ 27％ 使 用 され，全体 の 半数 以 上 を 占め て い た．続 い

表 L 特定 抗 菌薬使 用報 告 書

厂
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図 3，対 象抗菌 薬使 用比率（
’lt成 13年 4 月〜14年12月）

て，今回 の 本委員会の 発足，抗菌薬適正 使用 ガ イ ドラ イ

ン の 配 布 を 行 っ た 平 成 14年 4 〜7 月 （図 3 − B）で は 第 二

世 代 セ フ ェ ム 系薬 （CTM ，　 CMZ ，　 FMOX ）が 最 も多 く，
全 体 の 28％ に なっ た．そ の 後，特定抗菌薬使用報告書 の

提 出 を 開始 し た 8 月 以 降（図 3 − C）で は，第
一

世代

（CEZ ）・第二 世 代 セ フ ェ ム 系薬 の 使 用 比 率が さ ら に 増加

613
し，全 体 の 57％ の 使用 とな っ た ，こ れ に 伴 い 第三 世代 ・

第四 世 代 セ フ ェ ム 系薬 お よ び カ ル バ ペ ネム 系薬 は減少 し

た．こ の よ うに 本委員会 お よ び ICT の 取 り組 み に よ っ

て 明 確 に 薬 剤 選 択 に 変化 が 認め られ た ．

4． 抗 MRSA 薬 の 使用量

　調 査 期 聞 に 当院 で 使用 され た 抗MRSA 薬 の 使用量 を

月別 に示 した （図 4 ）．使用量 は 4 月 か ら 7 月の 平均使用

量 が 611± 85本 で あ る の に 対 し，特定抗菌 薬使用 報告書

の 提 出 を開 始 した 8 月以 降 の 使用量 が 436± 43本 に 減少

（約29％）して い る こ とが 分か っ た．また，各診療科別で

は集学治療病棟 が 約35％ を使用 して い た．そ の 他 の 診療

科 で は 第
一

外科（消化器）， 第
一

内科（血 液 ・
内分泌）お よ

び 整 形外科が 多か っ た．月別 に み る と各診療科 の 使用量

は MRSA 患者数 の 変動 に よ り使 用量 の 増 減が み ら れ

た．

5． MRSA 発 生 率調査

　当 院 に お け る MRSA 発 生率（発 生率 ：MRSA 培養陽性

患者数〆人 院患者延べ 数 × 1000）を求め た （図 5），MRSA
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発 生 午 は ，8 月以 降 に 低 下 傾向が み られ た．な お，院内

感染対策委員会 （ICC ）は，院内感染 サ ーベ イ ラ ン ス に 基

づ き MRSA 発生率 の 目慓値 を0．6以 下 と して い る．

6． 抗菌薬の 購 入 経費

　平 戉 14年4 月 か ら 12月の 抗 菌λ の 購人経費 を報告書提

出 前 （4 − 7月 ）と 報告告提出後 （8 −12月）に 分けて 図 6

に示 した ．対 象抗菌菜の 購 入経費 は，8 月か ら の 「も 走

抗困 薬 使用 報告書」乱出 に伴 い へ 剤 の 選択 に 麦化 が み ら

れ，提 出 前 に比 べ 提 出 後が 1 カ 月あ た り約135万 H （18％）

減少 した ，また †艮告書杭出対象薬 と しな か っ た べ ニ シ リ

ン 系（PIPC，　 TAZ 、　P呈PC ）や ニ ュ
ー一キ ノ ロ ン 系 抗 菌 薬

〔CPFX ，　 PZFX ）に お い て も約30万円／月〔20％ ）減 少 し

た．抗 MRSA 菓 も約70万円
t
月〔21％ ）の 減少 が み られ た．

考 察

　今回行 っ た 調 査紀果 か ら 対象抗菌 矯 の 使用 量 が 明 らか

に減少し た 咽 2）．また使用薬剤 も第r1．Hr代 セ フ ェ ム 系

や カ ル バ ペ ネ ム 系薬 か ら第
一・
世代

・
第 世 代 セ フ ェ ム 系

K へ の 移 行 が み ら れ た （図 3 ），外利 系で は 主 に 弟
．一
世

代
・第．．．世 代 セ フ ェ ム 系 n が 使用 され て お り，術後感染

症 予 防 に際 して 適 切 な薬剤 JP＿択が 行 わ れ て い る と息 わ れ

た．特比 抗 団 薬 は 内科系 や 小児科 に お い て 重 炉 き染 症 や

化学療法時の 感染症治療 に 多 く使用 され る が，本調査 で

肝
・胆 道 序 染 症 に 胆 汁中 移行性 の 良い SBT ，　CPZ の 使用

が め だ っ た．胆 道感染由来 の MRSA は 感染 防 御 能 の 低

」
・．した compromised 　hostに発 牛 し た難治性胆 道感染 症 疾

患 者 か ら分 離 され る こ とが 多い が ，そ の 危 険 因 ｝として

高齢，悪性腫炉
．
，胆道系手補後が 学 げ ら れ る こ とか ら，

ICT で は 肝 ・胆道感染井 の 渠剤遅択 に 十 刀 d 意 を 払 うよ

うに 指 導 した．
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　抗菌薬使用 の 現状 で は，経験的な 菓剤 選択 が 行 わ れ た

り，恣染症 の 起炎菌 とその 感受性 が 明 らか に な る まで あ

る 程度時 門 を要す る た め，第
一・

送択 と して 広 域 抗菌薬 が

使用 され て しまうこ とが 挙げ られ る，しか し，最近 で は

グ ラ ム 染 色を利 用 す る こ と で ，体液
・膿 に 含まれ る起炎

茴の 推定 は 峇易 にで きる よ うに な っ て い る．また，baα e −

riological 　 statics　L　H つ い て 込択 され た抗菌莞 を細 菌検査

ポ 来 が 出 る まで 投 J一し，薬剤感 受性 を み て 抗菌木の 変天

を行 うこ とが 望 ましい ．そ して
’
吊に 抗 菌薬 の 劫果 な ど に

つ い て 検司し，必要 に 応 じて 抗菌薬 の 見直 し な ど を彳」 う

こ と力 重要で ある ，ま た，細菌感
．
染 症 を合併 しや す い 病

態 に対する 抗鹵装 の 根拠 の な い 予防投与 は，功果 も期痔

で きず，耐骨菌憂延 の 原因 と な り，患者に｛几 困 薬 の 有害

リ ス ク を与 え る だ け で ある と考
．
え られ て い る

3．．

　抗 MRSA 薬 に おい て も対
．
象抗 鹵薬 と 同様 に 8 月 か ら

使用量 の 減 少 が み ら れ （図 4 ），MRSA 発 生 丁調 査 〔図

5）で は 発 生 率が 減少傾向 を示 して い る．抗 MRSA 薬届

け 出制度 に よ っ て MRSA 保菌者 に対す る抗MRSA 薬 の

使用が 減少 し，屈 け 出制度 は 適 正使 用 に有効 で あ る
．
．

ICT 連絡草剤 の シ ス テ ム が安 5 な 処 方 を防 ぎICT に連絡

す る こ と 自体 が 抗菌薬乱用 を 防 ぐ効果 を もっ て い た こ

と ，抗菌嘉 の 削減 iew に よ っ て 予 防 投与 や 適応外投与

や 不 必 要 な 長期投与 が 減少 した こ とに よ り抗菌薬総使用

暈 よ減少 し ，
MRSA 培養検出率 も低下 した

／”／と報告 し て

い る ．した が っ て ，今回の 取 り組 み に よる 抗菌薬 の 使用

量 の 減少や 薬剤 選択 の 変化が，MRSA の 出現 を抑 え た

糸。 果を示 して い る と も考 え られ る．

　 本委 昌 会 に よる 「特定抗ISI＃使用報告書」 の 提出 は tJM

制 で は な く，抗菌薬 の 使用 制 限 を行 う囗的 で は な か っ た

が ，本取 り組 み に よる 教為瞥 蒙活動 に よ っ て．各医師の 抗

菌 へ に 対
．
す る 認識 が高まっ た結 果 ，適切な薬剤選択 が 行

わ れ た こ と に よ る と推ゲ され た．さ ら に 樶告書の 提 出 率

を高 め る た め，現在 で は 抗 出t一の 低 い 参療科 に は，ICT

が 巡回（2 回、 月）し指 亨を彳i っ て い る ．ま た，取 り組 み

に よ り抗 菌薬 の 貼入金額 が 約235 万円！月〔19％ ）減少 し

（図 61，医癪経済効果 、こも影響 を与 え た こ と は 当 院 にお

け る経 営 Lの 利点 と もな っ た．

　 今 後は，ICT 活動 に お い て 重プ1戊 染症 例 ご と に抗菌薬

の 為
．
用 性 を判断 し，医師 と協力 しな が ら ク リニ カ ル バ ス

の 標   化 を行 い ，チーム 医 療 と して 抗菌薬 の 適 正 使用 を

推進 ＿な けれ ば な ら な い と摎える ．
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